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要 旨（300文字程度）

閉鎖された植物工場では、温度や湿度だけでなく、気流も人工的に制御される必要がある。しかし、植物が密集
している状態で均一な気流を確保するのは難しい。また、気流は目に見えないため、その評価や改善には困難が伴
う。そこで、本研究では栽培ラック内の気流環境を最適化するための流体シミュレーションモデルを構築している。
今回の研究では、個別空調システムを備えた栽培棚に対して、気流可視化技術を活用して気流の特性を観察し、植
物が全体の気流に与える影響を明らかにした。そして得られたデータを基に、流体シミュレーションモデルを改善
する方法を検討した。


